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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　亜酸化窒素を含むガスを触媒と接触させて、前記ガス中に含まれる亜酸化窒素を分解処
理する方法において、前記ガスをヒーターによる加熱部および複数の隙間を有する流路に
導入し、前記ガスを流路に沿って前記ヒーターによる加熱部の向きと直行する方向に流れ
るガス流と流路に形成された隙間を前記ヒーターによる加熱部の向きと平行の方向に流れ
るガス流とに分岐させ、流路に沿って流れるガス流を分岐されたガス流と合流するように
流し、かつ、前記ガスを前記ヒーターによる加熱部と接触させることにより所定の温度ま
で昇温させた後に触媒と接触させて亜酸化窒素を分解する方法であって、
前記流路に形成された隙間が、前記ヒーターによる加熱部と一体成形されたバッフル間に
形成されたものであるか、もしくは前記ヒーターによる加熱部と一体成形されたバッフル
と分解反応装置の壁面に形成されたバッフルとの間に形成されたものであることを特徴と
する、
亜酸化窒素を含有するガスの処理方法。
【請求項２】
　前記ガス中に含まれる亜酸化窒素の濃度が１０ｐｐｍ～３０％である、請求項１に記載
のガスの処理方法。
【請求項３】
　亜酸化窒素の分解温度が２００～６００℃である、請求項１または２に記載のガスの処
理方法。
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【請求項４】
　亜酸化窒素の分解の際に生成するＮＯｘの量が５ｐｐｍ以下である、請求項１～３のい
ずれかに記載のガスの処理方法。
【請求項５】
　亜酸化窒素を分解した後のガスに含まれる亜酸化窒素の濃度を検出し、検出した亜酸化
窒素の濃度に基づいて亜酸化窒素の分解温度を制御する、請求項１～４のいずれかに記載
のガスの処理方法。
【請求項６】
　亜酸化窒素を含むガスを触媒と接触させて、前記ガス中に含まれる亜酸化窒素を分解処
理する装置において、熱交換器と、バッフルとヒーターとが直行するように一体成形され
た加熱部と、亜酸化窒素分解触媒が充填された分解反応器と、および分解反応器の出口ガ
ス中の亜酸化窒素の濃度を検知する検知器とを備え、前記加熱部に一体成形されたバッフ
ルと分解反応装置の壁面に形成されたバッフルおよび分解装置の壁面とによってガス流路
が形成され、かつ、ガス流路に前記バッフルの間、もしくは前記バッフルと分解反応装置
の壁面に形成されたバッフルとの間に隙間が形成されている、亜酸化窒素を含有するガス
の処理装置。
【請求項７】
　亜酸化窒素を含むガスが、熱交換器に導入され、次いで前記ガス流路および分解反応器
を流過され、再度熱交換器を通して排出される、請求項６に記載のガスの処理装置。
【請求項８】
　熱交換器に導入される前後のガス中の亜酸化窒素の濃度を前記検知器で検出し、検出し
た亜酸化窒素の濃度に基づいて前記分解反応器の温度を制御する温度制御装置を備える、
請求項６または７に記載のガスの処理装置。
【請求項９】
　バッフルが一体成形された加熱部が前記分解処理装置から脱着可能である、請求項６～
８のいずれかに記載のガスの処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、亜酸化窒素を含有するガスの処理方法及び処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　１９６０年以降、手術室の麻酔ガス汚染と手術室勤務者の健康問題が取り上げられ、手
術室内に漏洩した麻酔ガスを長時間吸入することによって健康障害が生じることが知られ
るようになった。麻酔ガスとは、亜酸化窒素、揮発性麻酔薬及び酸素を含む混合ガスであ
り、余剰麻酔ガスとは、患者が呼吸した後の麻酔ガスのことをいう。余剰麻酔ガスの組成
は麻酔ガスの組成に近く、揮発性麻酔薬、高濃度の亜酸化窒素及び酸素を含んでいる。ア
メリカでは国立産業安全保健研究所（ＮＩＯＳＨ）が環境被爆基準として、亜酸化窒素（
Ｎ2Ｏ）は２５ｐｐｍ以下、揮発性麻酔剤は単独では２ｐｐｍ、亜酸化窒素と併用した場
合では０．５ｐｐｍ以下に抑えるよう勧告している。このため、余剰麻酔ガス排除装置を
全ての麻酔器に装着することが義務づけられ、現在では手術室内環境は、ほぼ上記基準に
到達させることが可能となった。
【０００３】
　また、亜酸化窒素が有する鎮痛、麻酔作用から、世界各国において無痛分娩や歯科治療
の際に亜酸化窒素が使用されている。これらの場合、揮発性麻酔薬は使用されないため、
余剰麻酔ガスの主成分は、亜酸化窒素と酸素及び二酸化炭素となる。分娩室内においても
同様に室内環境は、ほぼ上記基準に到達させることが可能となった。
【０００４】
　余剰麻酔ガス排除装置とは、患者の呼気からの余剰麻酔ガスに圧縮空気等を同伴させた
り、真空ポンプ等によって屋外に排出する装置である。しかしながら、余剰麻酔ガス排除
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装置によって各手術室内や分娩室、あるいは歯科医療施設から除去されたガスは、何の対
策もされずに大気中に放出されているのが現状である。
【０００５】
　最近では地球温暖化問題がクローズアップされ、地球温暖化防止国際会議（ＣＯＰ３）
において、二酸化窒素、メタン、フロン等と共に、亜酸化窒素は温室効果による温度上昇
（温暖化効果は二酸化炭素の約３００倍）をもたらす地球規模的環境汚染物質として特に
注目されている。
【０００６】
　また、半導体製造プロセスに使用される亜酸化窒素も増加してきており、地球環境保護
の観点からこれらに対応する必要性が高まっている。
　余剰麻酔ガス排除装置を用いて余剰麻酔ガスを排出する際には、地球環境保護の観点か
らそのまま大気中に放出するのではなく、余剰麻酔ガス中に含まれる揮発性麻酔剤や亜酸
化窒素を除去または無害化することが必要となっている。
【０００７】
　通常、手術室１部屋から排出される排ガス量は、多くの医療施設では、同伴される室内
空気を入れて３０～４０Ｌ／ｍｉｎである。しかし、医療施設によっては、余剰麻酔ガス
排除装置のシステムや排出方法が様々であり、これまでの余剰麻酔ガス処理装置の処理能
力をはるかに超えるものがある。例えば、手術室内の部屋全体の換気ガスも合わせた排出
ラインになっているものでは、処理量が１ｍ3／ｍｉｎ以上となり、通常この流量を処理
する場合、反応器は小型プラントレベルとなってしまう。そのため、流量が多くなると余
剰麻酔ガス処理装置が大型化してしまい、大量の処理ガスを所定温度まで加熱するために
熱交換器の大型化、及びそれに伴うヒーターの形状や容量の大型化が発生し、消費エネル
ギーの増大の他に、病院内に処理装置を設置する場合に設置スペースや重量規制などの問
題が生じてしまう。特に、揮発性麻酔薬を吸着除去するシステムがある場合、処理ガスが
大流量になると吸着剤が直ぐに破過してしまい、実用化させるためには装置をかなり大型
化する必要があるため、現実的には実用化は困難となる。
【０００８】
　一方、分娩室や歯科医療施設から排出される余剰麻酔ガスは、揮発性麻酔薬を含まず、
亜酸化窒素と酸素とからなるため、その処理のための装置は複雑ではないが、前述した問
題点などから、１ｍ3／ｍｉｎ以上のような流量の多い余剰麻酔ガス中に含まれる亜酸化
窒素を連続して効率よく処理する装置は未だ実用化されていない。大流量の余剰麻酔ガス
中に含まれる亜酸化窒素を連続して効率よく処理するには、単に処理装置を大型化すれば
よいというものではなく、また設置場所の大きさや重量の制限もあり、各パーツにエネル
ギー効率の向上や省スペース化のための工夫が必要になる。しかしながら、そのような処
理方法及び処理装置はこれまで知られておらず、亜酸化窒素による地球温暖化に対する関
心が高まる中で、手術室や分娩室、歯科医療施設などから排出される、特に流通量の多い
亜酸化窒素を含有するガスを連続して処理することが可能な処理方法及び処理装置の開発
が望まれている。
【０００９】
　従来の処理装置としては、例えば、（１）特開昭６４－５１１１２６号公報の高温触媒
装置や（２）特開２００４－９２０号公報の熱交換器と触媒反応器一体型装置、（３）特
開昭５５－５６８２３号公報の接触酸化装置などが挙げられる。前記（１）の高温触媒装
置では、熱交換器と触媒充填部が一体構造になった反応器を提案しているが、小型化を目
的とする反応器であるため流通量が多くなった場合に、ヒーター部での熱伝達といった熱
効率が十分でないことが起こり得る。また、前記（１）で報告されている通常の反応器の
例（図５）では、ヒーター部にバッフルがなく、流量の如何に関わらず、ヒーターの熱が
効率的に使用されているとは言い難い。
【００１０】
　また、前記（２）の熱交換器と触媒反応器一体型装置では、熱交換器と反応器が一体型
になった構造の反応器を提案しているが、本反応器は、その構造的特性から、処理流量が
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１ｍ3／ｍｉｎ以下では十分に処理能力を発揮するが、処理流量が多いものでは圧力損失
が大きくなり、目的とする流量を反応器内へ流すことができず、十分な処理ができないと
いう問題点があった。
【００１１】
　前記（３）の接触酸化装置では、熱交換部分とヒーターが固定化されており、ヒーター
のトラブル時には、熱交換部分とヒーター部全てを同時に交換しなければならず、メンテ
ナンスやコスト的に問題があった。
【００１２】
　また、（４）触媒で分解する方法、例えば、特公昭６１－４５４８６号公報、特公昭６
２－２７８４４号公報等に亜酸化窒素を触媒で分解する方法が開示されている。これらの
方法は、高濃度の亜酸化窒素を分解することができるものの、窒素酸化物である一酸化窒
素（ＮＯ）及び二酸化窒素（ＮＯ2）（以下、ＮＯｘという）が５～３２ｐｐｍ生成し、
ＮＯ2の許容濃度３ｐｐｍ（ＴＷＡ：時間加重平均）を超える量のＮＯｘが生成するケー
スがあるという問題がある。さらに、前記（４）で提案されている方法は、接触時間が０
．２秒以上、即ち、空間速度（ＳＶ：Space Velocity）が１８，０００Ｈｒ-1以下のもの
であり、処理量の制限がある。ＳＶが大きくなればなるほど、接触時間が短くなり、反応
効率は低下するなどの問題がある。
【００１３】
【特許文献１】特開昭６４－５１１１２６号公報
【特許文献２】特開２００４－９２０号公報
【特許文献３】特開昭５５－５６８２３号公報
【特許文献４】特開昭６１－４５４８６号公報
【特許文献５】特開昭６２－２７８４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明は、このような背景の下になされたものであって、亜酸化窒素を含有するガスを
処理する方法及び装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明者らは、前記の課題を解決すべく鋭意検討した結果、例えば、分娩室及び歯科医
療施設や半導体製造プロセスから排出される亜酸化窒素を含有するガスを、加熱部および
複数の隙間を有する流路に導入し、前記ガスを流路に沿って流れるガス流と流路に形成さ
れた隙間を流れるガス流とに分岐させ、流路に沿って流れるガス流を分岐したガス流と合
流するように流し、かつ、前記ガスを加熱部と接触させることにより所定の温度まで昇温
させた後に触媒と接触させることにより、亜酸化窒素を効率良く酸素と窒素に分解するこ
とができ、前記の課題を解決できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１６】
　より具体的には、亜酸化窒素を含有するガスを、亜酸化窒素分解処理後の出口ガスと熱
交換させ、次いでバッフルが一体成形された加熱部と接触させて所定の温度に昇温した後
に亜酸化窒素分解触媒と接触させる。
【００１７】
　本発明においては、バッフルが一体成形された加熱部を用いることにより、加熱部を装
置から容易に取り外しすることができるので熱交換及びヒーターの交換などのメンテナン
スが効率良く実施できる。また、バッフルが一体成形された加熱部側のバッフル間で形成
された隙間、もしくは加熱部のバッフルと分解反応装置の壁面に形成されたバッフルとの
間に隙間を持たせることによって、ガス流通時の圧力を軽減することができ、１ｍ3／ｍ
ｉｎ以上の流量を流通させた場合に圧力損失を軽減することができる。また、トラブル時
やメンテナンス時には、バッフルとヒーターが一体化されている構造を有することから、
熱交換部より取り外すことが可能であるため、熱交換部全体ではなく、ヒーターのみを交
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換すればよく、取扱性並びにコストの面で飛躍的にメリットが発生する。
【００１８】
　よって、本発明は、以下の〔１〕～〔１０〕の事項に関する。
　〔１〕　亜酸化窒素を含むガスを触媒と接触させて、前記ガス中に含まれる亜酸化窒素
を分解処理する方法において、前記ガスを加熱部および複数の隙間を有する流路に導入し
、前記ガスを流路に沿って流れるガス流と流路に形成された隙間を流れるガス流とに分岐
させ、流路に沿って流れるガス流を分岐されたガス流と合流するように流し、かつ、前記
ガスを加熱部と接触させることにより所定の温度まで昇温させた後に触媒と接触させて亜
酸化窒素を分解する、亜酸化窒素を含有するガスの処理方法。
【００１９】
　〔２〕　前記流路に形成された隙間が、加熱部と一体成形されたバッフル間に形成され
たものであるか、もしくは加熱部と一体成形されたバッフルと分解反応装置の壁面に形成
されたバッフルとの間に形成されたものである、上記〔１〕に記載のガスの処理方法。
　〔３〕　前記ガス中に含まれる亜酸化窒素の濃度が１０ｐｐｍ～３０％である、上記〔
１〕または〔２〕に記載のガスの処理方法。
【００２０】
　〔４〕　亜酸化窒素の分解温度が２００～６００℃である、上記〔１〕～〔３〕のいず
れかに記載のガスの処理方法。
　〔５〕　亜酸化窒素の分解の際に生成するＮＯｘの量が５ｐｐｍ以下である、上記〔１
〕～〔４〕のいずれかに記載のガスの処理方法。
　〔６〕　亜酸化窒素を分解した後のガスに含まれる亜酸化窒素の濃度を検出し、検出し
た亜酸化窒素の濃度に基づいて亜酸化窒素の分解温度を制御する、上記〔１〕～〔５〕の
いずれかに記載のガスの処理方法。
【００２１】
　〔７〕　亜酸化窒素を含むガスを触媒と接触させて、前記ガス中に含まれる亜酸化窒素
を分解処理する装置において、熱交換器と、バッフルが一体成形された加熱部と、亜酸化
窒素分解触媒が充填された分解反応器と、および分解反応器の出口ガス中の亜酸化窒素の
濃度を検知する検知器とを備え、前記加熱部に一体成形されたバッフルと分解反応装置の
壁面に形成されたバッフルおよび分解装置の壁面とによってガス流路が形成され、かつ、
ガス流路に前記バッフルの間、もしくは前記バッフルと分解反応装置の壁面に形成された
バッフルとの間に隙間が形成されている、亜酸化窒素を含有するガスの処理装置。
【００２２】
　〔８〕　亜酸化窒素を含むガスが、熱交換器に導入され、次いで前記ガス流路および分
解反応器を流過され、再度熱交換器を通して排出される、上記〔７〕に記載のガスの処理
装置。
　〔９〕　熱交換器に導入される前後のガス中の亜酸化窒素の濃度を前記検知器で検出し
、検出した亜酸化窒素の濃度に基づいて前記分解反応器の温度を制御する温度制御装置を
備える、上記〔７〕または〔８〕に記載のガスの処理装置。
　〔１０〕　バッフルが一体成形された加熱部が前記分解処理装置から脱着可能である、
上記〔７〕～〔９〕のいずれかに記載のガスの処理装置。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明のガスの処理方法及び処理装置を用いれば、分娩室及び歯科医療施設等から排出
される亜酸化窒素を含有するガスを熱交換器によって効率よく加熱し、次いで亜酸化窒素
を窒素と酸素に分解することができる。本発明のガスの処理方法及び処理装置を用いるこ
とにより、地球環境保護の観点より、オゾン層を破壊するおそれがあり、地球温暖化ガス
である亜酸化窒素を大気中に放出することなく無害化することできる。また、本発明の処
理装置は、処理量が大流量であるにもかかわらずコンパクトであり、病院の屋上や機械室
、配管集合スペースなど比較的スペースの少ない病院内の施設にも設置ができ、しかも亜
酸化窒素を含有する１ｍ3／ｍｉｎ以上のガスを連続的に処理することができるので経済
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的である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の好ましい態様について詳しく説明する。
　先ず、本発明の亜酸化窒素を含有するガスの処理方法について説明する。
　本発明のガスの処理方法は、亜酸化窒素を含むガスを加熱部および複数の隙間を有する
流路に導入し、前記ガスを流路に沿って流れるガス流と流路に形成された隙間を流れるガ
ス流とに分岐させ、流路に沿って流れるガス流を分岐したガス流と合流するように流し、
かつ、前記ガスを加熱部と接触させることにより所定の温度まで昇温させた後に触媒と接
触させて亜酸化窒素を分解するガスの処理方法である。
【００２５】
　本発明においては、亜酸化窒素を含むガスを加熱するヒーター（加熱部）が、ヒーター
部とバッフルとが一体化された構造を有し、かつ、このヒーター部と本体バッフル部に隙
間を設けた加熱部を通過させるため、流路内に生じる差圧を軽減できるとともに、メンテ
ナンス時やヒーターのトラブル時等にはバッフルを含めた熱交換部分ごと交換する必要が
なく、ヒーターのみを交換すればよいため、作業が従来に比べて著しく簡便となり、取扱
性面及びコスト面で有利となるメリットがある。
　また、本発明の方法を実施する際には、室内空気も亜酸化窒素分解装置へ同伴されるた
め、空気中の埃が系内に入ってしまう可能性がある。よって、これを防ぐために、熱交換
器の前にフィルターを設置することが望ましい。
【００２６】
　例えば、分娩室から排出される亜酸化窒素を含むガスは、分娩室内の室内換気空気とと
もに排出され、その亜酸化窒素濃度は約１０～１０，０００ｐｐｍとなる。一方、歯科医
療施設から排出される亜酸化窒素を含むガスの亜酸化窒素濃度は１０～３０％となる。
　亜酸化窒素を含むガス中の亜酸化窒素は、次いで、亜酸化窒素分解触媒を用いて窒素と
酸素に分解される。亜酸化窒素分解触媒としては、特に限定されず、既存の触媒を用いる
ことができるが、例えば、アルミナに貴金属を担持したアルミナ系触媒を用いることがで
きる。
【００２７】
　亜酸化窒素を分解する際には、許容濃度を越える量のＮＯｘが生成する場合があるが、
ＮＯｘの生成量を１ｐｐｍ以下にするためには、亜酸化窒素分解触媒として下記の（Ｉ）
～（ＩＩＩ）からなる群から選ばれる少なくとも１種の触媒を用いることが好ましい。
　（Ｉ）　マグネシウム、亜鉛、鉄及びマンガンからなる群から選ばれる少なくとも１種
の金属と、アルミニウム及びロジウムとが担体に担持されている触媒
　（ＩＩ）　マグネシウム、亜鉛、鉄及びマンガンからなる群から選ばれる少なくとも１
種の金属と、ロジウムとがアルミナ担体に担持されている触媒
　（ＩＩＩ）　アルミニウムの少なくとも一部と、マグネシウム、亜鉛、鉄及びマンガン
からなる群から選ばれる少なくとも１種の金属により、スピネル型結晶性複合酸化物が形
成されている担体にロジウムが担持されている触媒
【００２８】
　亜酸化窒素分解触媒が充填された分解反応器の温度は、例えば、２００～６００℃の範
囲に設定することができ、好ましくは３００℃～５００℃、さらに好ましくは３５０℃～
４５０℃であるのがよい。触媒が充填された分解反応器の温度をこの温度範囲に設定する
ことにより、亜酸化窒素を効率的に分解することができるとともに、前記の分解触媒を用
いれば、ＮＯｘの生成量を１ｐｐｍ以下にすることができる。分解反応器の温度が２００
℃より低い場合は亜酸化窒素が十分に分解されないことがあり、また６００℃より高い温
度では触媒の寿命が短くなるとともに病院内等の施設で６００℃より高い高温にすること
は、安全上からも好ましくない。
【００２９】
　一般に、麻酔ガスに含まれる亜酸化窒素の濃度は７０％以下の範囲で使用される。分娩
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室の余剰麻酔ガス排除装置から排出された余剰麻酔ガスは、室内空気が同伴されて数％の
亜酸化窒素濃度にまで希釈される。また、歯科医療施設では、約３０％前後の高濃度とな
ることがある。触媒の分解能力を考えればそのまま触媒層に導入しても問題はないが、触
媒の活性及び触媒の寿命を考慮すると触媒層へ導入する亜酸化窒素の濃度はより低い方が
好ましい。従って、亜酸化窒素分解反応器へ導入されるガスを希釈し、好ましくは亜酸化
窒素の濃度を１０％以下、より好ましくは５％以下にすることがよい。
　亜酸化窒素を含むガスを希釈するガスとしては、触媒に影響を与えないガスであれば特
に制限はなく、例えば、空気、窒素あるいはヘリウム、アルゴン等の不活性ガスを使用す
ることができる。経済性の面から、ドライ空気または大気をそのまま使用することが好ま
しい。
【００３０】
　また、亜酸化窒素分解装置に導入されるガスの温度はほぼ常温であるが、触媒によって
分解されたガスは２００～６００℃に加熱されている。よって、本発明の処理方法におい
ては、分解装置に導入される前と後のガスをともに分解反応器の出入り口に設置された熱
交換器を通過させることにより、分解装置に導入されるガスと分解装置から排出されるガ
スとの間で熱交換を行うことによって、加熱エネルギーと冷却エネルギーを減少させてエ
ネルギー効率を高めることができる。このようにエネルギー効率を向上させることにより
、ガスと触媒との接触時間を０．２秒以下にまで短縮することが可能となる。
【００３１】
　さらに、本発明の処理方法においては、分解装置から排出される分解ガスを大気中へ放
出する前に、亜酸化窒素の濃度を検知し、この検知濃度に基づいて分解装置の反応温度を
制御することができる。分解装置の出口から排出されるガス中の亜酸化窒素の濃度を監視
し、亜酸化窒素分解触媒の活性低下を検知するとともに、検知した亜酸化窒素の濃度によ
っては、分解反応温度を上げるなどの制御をすることができる。
【００３２】
　次に、本発明の亜酸化窒素を含有するガスの処理装置について説明する。
　本発明の装置は、亜酸化窒素を含むガスを触媒と接触させて、前記ガス中に含まれる亜
酸化窒素を分解処理する装置において、熱交換器と、バッフルが一体成形された加熱部と
、亜酸化窒素分解触媒が充填された分解反応器と、および分解反応器の出口ガス中の亜酸
化窒素の濃度を検知する検知器とを備え、前記加熱部に一体成形されたバッフルと分解反
応装置の壁面に形成されたバッフルおよび分解装置の壁面とによってガス流路が形成され
、かつ、ガス流路に前記バッフルの間、もしくは前記バッフルと分解反応器の壁面に形成
されたバッフルとの間に隙間が形成されている、亜酸化窒素を含有するガスの処理装置で
ある。
【００３３】
　より具体的には、亜酸化窒素分解触媒が充填された反応器から排出されたガスと未処理
のガスの間で熱交換するための熱交換器と、およびメンテナンス時にヒーターの交換が容
易にできるようにヒーター加熱部がバッフルと一体化された構造を有するヒーターとを有
し、かつ、流路内に生じる差圧を軽減するために前記バッフルの間、もしくは前記バッフ
ルと分解反応器の壁面に形成されたバッフルとの間に隙間を有する構造となっていること
、並びにガス中に含まれる亜酸化窒素を分解する触媒が充填された分解反応器および処理
前後のガス中の亜酸化窒素濃度を検知する検知器を備えていることを特徴とする。
【００３４】
　前記バッフルの間、もしくは前記バッフルと分解反応器の壁面に形成されたバッフルと
の間の隙間は、特に制限されることはなく、設定することができる。但し、あまりに間隔
が広いと十分に熱交換する前に被処理ガスが移動してしまうため好ましくなく、また逆に
狭すぎても、差圧低減効果が減少してしまうことやヒーター交換時に作業しにくい等の不
具合が生じるため、上記隙間の間隔は５～３０ｍｍ程度が好ましい。
【００３５】
　亜酸化窒素分解触媒が充填された分解反応器から排出されたガスと未処理のガスとの間
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で熱交換するための熱交換器は、これを通過した亜酸化窒素を含有するガスが亜酸化窒素
分解触媒が充填された分解反応器に導入されるように、分解反応器と接続される。また、
熱交換されたガスは、分解反応器に導入される間に、ヒーター加熱部とバッフルを一体化
した構造を有するヒーターによって加熱される。
【００３６】
　以下、本発明のガスの処理装置について、添付の図面を参照しながら、さらに具体的に
説明する。
　図１は、亜酸化窒素を含有するガスを分解処理前に熱交換し、引き続いて亜酸化窒素を
分解する本発明のガス処理装置の１例を模式的に示している。図１に示したガス処理装置
は、亜酸化窒素検知器１、フィルター２、亜酸化窒素を含有するガスを吸引するためのブ
ロワー３、熱交換器４、バッフル一体化ヒーター５、亜酸化窒素分解反応器６、亜酸化窒
素分解触媒７、反応温度制御回路８、反応後ガス希釈用ブロワー９、処理ガス導入バルブ
Ｖ１およびパージバルブＶ２から構成されている。
【００３７】
　図１のガス処理装置では、被処理ガスは、バルブＶ１を経由して亜酸化窒素検知器１に
導入され、フィルター２、熱交換器４を経由して亜酸化窒素分解反応器６に導入される。
反応器６の触媒層の温度が所定温度に到達するまでバルブＶ２から室内空気が吸引される
のであるが、パルブＶ２はなくてもよい。
【００３８】
　図２は、バッフル一体型ヒーターの詳細を示す模式図である。加熱部は、シーズヒータ
ー１０と温度制御用のシーズ熱電対１３を入れる保護管１１及びバッフル１２から構成さ
れている。バッフル１２はシーズヒーター１０に対し、垂直に取りつけられている。１４
は端子箱である。
【００３９】
　図３は、本願発明の処理装置を流れる亜酸化窒素を含むガスの流れを示している。すな
わち、図面の装置の右上に示されているガス導入管から亜酸化窒素分解反応器に導入され
たガスは、加熱部および複数の隙間を有する流路に入り、ガスは流路に沿って流れるガス
流と流路に形成された隙間を流れるガス流とに分岐し、流路に沿って流れるガス流は分岐
したガス流と合流するように流れる。その際に、加熱部と接触させることにより所定の温
度まで昇温することができる。その後、亜酸化窒素分解触媒と接触させられ、窒素と酸素
に分解されてガス排出管から排出される。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本発明は、分娩室及び歯科医療施設等から排出される亜酸化窒素を含有するガスを熱交
換器によって効率よく熱交換し、次いで亜酸化窒素を窒素と酸素に分解することができ、
地球温暖化ガスである亜酸化窒素を大気中に放出することなく無害化することができ、ま
た亜酸化窒素を含有する１ｍ3／ｍｉｎ以上のガスを連続的に処理することができるので
、産業上有利に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明のガス処理装置の１例を示す模式図である。
【図２】本発明のガス処理装置に有用なバッフル一体化ヒーターの１例を示す模式図であ
る。
【図３】本発明のガス処理装置におけるガスの流れを示す模式図である。
【符号の説明】
【００４２】
　１　　亜酸化窒素ガス検知器
　２　　フィルター
　３　　ブロワー
　４　　熱交換器
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　５　　バッフル一体化ヒーター
　６　　亜酸化窒素分解反応器
　７　　亜酸化窒素分解触媒
　８　　反応温度制御回路
　９　　反応後ガス希釈用ブロワー
　１０　　シーズヒーター
　１１　　熱電対保護管
　１２　　バッフル
　１３　　シーズ熱電対
　１４　　端子箱
　Ｖ１　　処理ガス導入バルブ
　Ｖ２　　パージバルブ

【図１】

【図２】

【図３】
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